
～ご挨拶～
春風のさわやかな季節を迎え、皆様お健やかにお過ごしのことと思います。
３月定例会では、令和４年度の予算審議を行い、一般会計は622億9千万円(5.7％増)を計上し、
3年連続で過去最大を更新する予算規模となりました。「未来に夢や希望の持てるまち西尾市の創
生」に努めるとする一方で、将来負担の軽減や財政規律の維持向上を図るため、あらゆる事務事
業をゼロベースで精査するなど経費削減を徹底するとともに、国や県補助金の積極的な獲得やふ
るさと納税制度の一層の推進などで財源確保に努め、市民サービスの低下を招かないよう配慮し
た予算としています。
引き続き、皆様からのご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げ、皆様の益々のご健勝とご活
躍をご祈念申し上げます。
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スプレー缶処理方式の変更について！

その他一般質問の内容については、西尾市ホームページ内の市議会動画配信サイト、もしくは
ＱＲコードからお時間のある時にご確認ください。（http://www.city.nishio.aichi.jp/）

行政手続きの「スマート申請」について！
私の思い

スマート申請は市役所に来庁せずに手続きが可能となり、
移動時間や待ち時間を節約できるとともに、職員の業務効率化
が期待できる。また、人との接触機会を減らすことが可能とな
り、新型コロナウイルス感染症対策としても有効と考えます。

スマート申請のサービス開始や手続きガイドの導入に期待します！

Ｑ１ Ａ１

Ｑ２ Ａ２
現在、出産、結婚などの手続き内容や、手続きごとの必要書類に
ついて、市ＨＰやＬＩＮＥのメニューからわかりやすく案内できる「手続
きガイド」の導入準備をすすめている。

今のところ夏頃までにはサービスを開始したいと考えている。
また、対応する申請手続きは現在検討中であるが、「住民票の写し
の交付申請」など、なるべく普段から多くの利用者があるものを対応さ
せたいと考えている。なお、西尾市公式ＬＩＮＥアカウントからも
これらのサービスが利用できるようにしていく。

スマート申請の開始時期は
いつから、どのような
手続きを予定しているか。

スマート申請以外で市公式ＬＩＮＥ
アカウントから利用可能な新たな
サービスを開始する予定はあるか。

一 般 質 問 回 答

私の思い
スプレー缶処理方式変更に伴い、缶にガスが残った状態で捨ててしまうと回収時に缶が爆発するなど、
危険が生じる。その為、スプレー缶処理方式変更に伴う注意点など市民への確実な周知が必要と考えます。

Ｑ１ Ａ１
現在は中身を使い切り、市民が穴を開けた上で資源物として出してい
ただいているが、今後は穴開けを不要とした上で、業者に処理を委託す
る方向で考えている。

スプレー缶処理方式変更に
ついて現在の進捗状況はどうか。

一 般 質 問 回 答

Ｑ２スプレー缶処理方式の変更時期
と周知方法はどのようか。

Ａ２新年度早々に委託業者選定、入札を経て令和４年７月開始
を目指している。周知は広報誌を始め、ＨＰ、公式ＬＩＮＥ、
町内会回覧や衛生委員会議などを通じて行う。

【背景】
令和３年３月定例会にて行政手続きの「ス
マート申請」の導入を提案し、「なるべく
早い時期に可能なものから順次実施できる
よう検討していく」との答弁を頂いていた。

処理方式変更が行われると「スプレー缶の穴開け」が不要となります！



～くらしの相談～
地域の困りごと、市政に対するご意見・ご要望等ありましたら
お気軽に「犬飼勝博くらしの相談」をご利用ください。
ＴＥＬ：０５６３－５５－１１６７ ＦＡＸ：０５６３－５５－１９０９
ブログで活動報告をしていますので、お時間がありましたら是非ご覧ください。

犬飼勝博 検索 ホームページからも受け付けております。

（ＨＰのＱＲコード）

室町地内の室場郵便局駐車場から県道42号線(西尾吉
良線)に出る際、右側視界が見えにくく危険と相談あり。
⇒室場郵便局側と連携しカーブミラーを設置しました。

吉良町友国地内の県道317号線(西尾幡豆線)沿いの水
路にて、路肩崩落の危険がある為、危険との声あり。
⇒路肩崩落防止の補強工事を実施しました。

くらしの相談（皆さんからの要望に対応しました）

西尾市がゼロカーボンシティを表明しました

はまぐち誠 プロフィール

市議会３月定例会の２月22日、中村市長が施政方針演説でゼロカーボンシティを表明しました。
施政方針で「国が2050年までに温室効果ガスの排出量を全体でゼロにするカーボンニュートラル
を目指すことを宣言し、さらに30年度において温室効果ガスを13年度と比較して46％削減を
目指すことが示された。市としても、脱炭素社会の実現は大変重要な課題として認識しており、
50年度までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにするため、市民や企業への協力を促し、市が
一丸となって取り組んで行くこととし、ここにゼロカーボンシティを表明する」と述べた。

今後のカーボンニュートラル実現に向けた取組に期待します！

津波避難タワーが完成 特別支援学校が新設
安城特別支援学校の過大化解消及び岡崎特別支援
学校の長時間通学解消のため、愛知県として初め
て知的障害のある児童生徒と肢体不自由のある
児童生徒を対象とした「にしお特別支援学校
（県立）」が須脇町に新設されました。

南海トラフを震源に伴う津波への備えとして26年
度までに、沿岸部で10基の建設が計画されている
「津波避難タワー」が、一色町生田地区と吉良町
大島地区で合わせて２基建設されました。
それぞれのタワーには、地元子どもたちから寄せ
られた愛称が付けられています。

一色地区：生田きぼうのタワー 吉良地区：おおじ守るタワー




